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概要 

ResourceSync 仕様では、第三者システムが進化するサーバーのリソースとの

同期を保つことを可能にする、さまざまな機能で構成される、Web のための同

期フレームワークについて説明しています。本『ResourceSync Archives
（ResourceSync アーカイブ）』仕様では、コア仕様を拡張して、リソースの

セット（set of resources）に関する履歴情報を提供する追加機能について説明

しています。 

本仕様は『ResourceSync Framework Specifications（ResourceSync フレーム

ワーク仕様）』を構成するドキュメントのうちの 1つです。 

本ドキュメントのステータス 

本仕様は、パブリックコメント用にリリースされたベータドラフトです。

ResourceSync Google Group（ResourceSync Google グループ）へのフィード

バックを歓迎します。 
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http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
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1. はじめに 

ResourceSync 仕様では、リモートシステムが進化するリソースとより緊密に調和で

きるようにするために、サーバーでサポートする可能性のある、さまざまな実装しやす

い機能を紹介しています。また、サーバーがサポートする機能を公表する方法につい

ても説明しています。リモートシステムは、この情報を確認することで、進化するデータ

との整合性を保つ最善の方法を判断することができます。 
本『ResourceSync Archives』 仕様では、コア機能（「Resource Lists［リソ

ース・リスト］」、「Resource Dumps［リソース・ダンプ］」、「Change 
Lists［変更リスト］」および「Change Dumps［変更ダンプ］」）のアーカイ

ブに基づいて、サーバーが履歴データを提供できるようにするフレームワーク

機能を追加しています。他のすべての機能と同様に、「Archives（アーカイ

ブ）」は、サイトマップ・プロトコル（Sitemap protocol）によって導入された

ドキュメント形式を使用して実装されます。各アーカイブ機能はオプションで

あり、他のアーカイブ機能から独立して実装することができます。

ResourceSync との同期をサポートするために「Archives」を実装する必要はあ

りませんが、特定のユースケースを容易にする場合があります。    

たとえば、「Change List Archive（変更リスト・アーカイブ）」を使用するこ

とで、サーバーはタイムスタンプ付きの「Change Lists」の履歴セットを一覧

表示できるようになるため、現在の「Change List」の生成とローテーションに

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#Introduction
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#MotivExamples
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http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArchIndex
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceDumpArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ChangeListArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ChangeDumpArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#References
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#Acknowledgments
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#Changelog
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ref-sitemaps
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追加の要件を課すことなく、長期間にわたる変更を記述することができます。

「Resource Dump Archive（リソース・ダンプ・アーカイブ）」を使用するこ

とで、サーバーはタイムスタンプ付きの「Resource Dumps」の履歴セットを

一覧表示し、サーバーのリソースのさまざまな時点でのスナップショットを提

供することができます。リモートサーバーは、適切な「Resource Dump」の履

歴を選択して、サーバーのリソースの過去の状態と同期することも可能です。 

本ドキュメントは、次のように構成されています。 

• 本項の残りの部分では、使用例を示し、いくつかの表記規則を紹介します。 

• 2 項：Archive 機能の公表では、サーバーがサポートする他の

ResourceSync 機能とともに、「Archive」機能を公表する方法について

説明します。  

• 3 項：Resource List Archives（リソース･リスト・アーカイブ）では、サ

ーバーが「Resource Lists」の履歴へのアクセスを提供する方法について

説明します。  

• 4 項：Resource Dump Archives では、ソースの完全なスナップショット

を提供するために使用される可能性のある、「Resource Dumps」の履歴

へのアクセスをサーバーが提供する方法について説明します。  

• 5 項：Change List Archives では、サーバーが「Change Lists」の履歴へ

のアクセスを提供し、増分同期が可能な範囲の期間を拡張する方法につい

て説明します。  

• 6 項：Change Dump Archives（変更ダンプ・アーカイブ）では、サーバ

ーが「Change Dumps」の履歴へのアクセスを提供する方法について説明

します。  

すべてのアーカイブ機能にはインデックス（index）があり、コア機能と同じ方

法で非常に多くのエントリを拡張できるようになっています。この点について

は、3.1 項の「Resource List Archive Index」で詳しく説明しています。  

1.1. 動機付けの例 

多くのプロジェクトやサービスが同期化へのニーズを抱えており、アドホックのソリュー

ションが実装されています。ResourceSync は、標準化された同期の方法を提供する

ことで、実装の上での労力を減らし、リソースの再利用を簡単にするものです。

「Archive」機能により、履歴データを現在の同期情報と同じフレームワーク内

で記述することができるようになります。本項では、異なるニーズや複雑さに関

する動機付けの例を説明します。 

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#AdvCaps
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceDumpArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ChangeListArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ChangeDumpArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArchIndex
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ResourceSync ソースが「Change Lists」を生成する方法は、ソースの特定の技

術構成、変更の頻度、および、使用目的によって決まります。サイトマップ・

インデックス形式と一連のサイトマップを使用する「Change Lists」には、エ

ントリが非常に多く存在する可能性がありますが、変更の個々のリストを頻繁

にローテーションすることで、非常に大きな「Change Lists」を生成すること

を避けるようにすると便利でしょう。「Change List Archives」は、ソースが完

全な変更履歴を利用できるようにする一方で、過去の状態からの増分同期を可

能にする柔軟性も追加します。かなり頻繁に変更が行われるソースでは、

「Change List」の一部として 1 時間おきに個別のサイトマップ・ファイルを作

成し、さらに、可能であれば、毎月（約 720 時間）、古い「Change List」をア

ーカイブしつつ、新しい「Change List」を開始するとよいでしょう。変更情報

に加えて、すべてのリソースの状態が記録されている場合には、「Change 
Dumps」と「Change Dump Archive」を使用して、変更されたリソースのダウ

ンロードを最適化することもできます。 

多くのサービスが、安定した参照ポイントとして、あるいは、すべての更新の

記述が困難な状況下でサービスのリソースの進化を調査できるようするために、

履歴コンテンツのスナップショットを提供しています。例としては、Wikipedia 
Snapshots や Nature Linked Data Snapshots があげられます。「Resource 
Dump Archive」機能は、そのようなスナップショットを、一貫した、機械でナ

ビゲート可能な方法で記述する機会を提供します。    

「Resource List Snapshots（リソース・リスト・スナップショット）」は、サ

ーバーが特定の時点でのリソースの状態を記述する機能を提供します。これに

より、クライアントはメタデータで表現された変更を調査したり、現在の状態

を履歴の状態と比較したりすることができるようになります。 

1.2. 構造 

本仕様で導入されている機能は、ResourceSync Core: Structure
（ResourceSync コア：構造）で記述されているフレームワーク構造を拡張し

たものです。図 1 は、アーカイブ機能がどのように ResourceSync フレームワ

ークに適合するかを示しています。    

• 図の上部には、必須の「Source Description（ソースの記述）」がありま

す。「Source Description」は、ソースによって提供されるすべての

「Capability Lists（機能リスト）」を列挙します。リソースのセットごと

に 1 つの「Capability List」が存在します。 

• 「Capability List」は、ソースのリソースのセットでサポートされるすべ

ての機能を列挙します。本『ResourceSync Archives』仕様で定義されて

いる機能は、「Resource List Archive」、「Change List Archive」、

「Resource Dump Archive」および「Change Dump Archive」です。図に

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://en.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:Snapshots
http://en.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:Snapshots
http://developers.nature.com/docs/read/linked_data/linked_data_releases/Snapshots
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#Structure
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#Structure
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#fig_structure
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は、コア仕様で定義されている「Resource List」も示されています。他

のコア機能または他の仕様で定義された機能も含まれる場合があります。 

• 「Resource List Archive」、「Change List Archive」、「Resource Dump 
Archive」および「Change Dump Archive」のドキュメントはすべて、そ

れぞれ対応するコア機能ドキュメント（「Resource List」、「Change 
List」、「Resource Dump」および「Change Dump」）のアーカイブ済

みのインスタンスを指しています。 

 

図 1：ResourceSync フレームワーク構造内の Archives 

1.3. 表記規則 

本仕様では、「リソース（resource）」、「表現（representation）」、「要求（request）」、
「応答（response）」、「コンテンツ・ネゴシエーション（content negotiation）」、「クライア

ント（client）」および「サーバー（server）」の各用語を、『Architecture of the World 
Wide Web（World Wide Web のアーキテクチャ）』の記述に従って使用します。 

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ref-webarch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ref-webarch
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本ドキュメントでは、以下の名前空間接頭辞バインディングが使用されます。 

接頭辞 名前空間 URI 記述 

 
http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9 Sitemap protocol で定義されたサイ

トマップ XML 要素 

rs http://www.openarchives.org/rs/terms/ ResourceSync で導入された要素の

名前空間 

表 1.1：本ドキュメントで使用されている名前空間接頭辞バインディング 

2. Archive 機能の公表 

ソースが提供する機能を利用するには、デスティネーションは、まず、サポー

トされている機能と、それに対応する機能ドキュメントの URI を判別しなけれ

ばなりません。本仕様で説明されているアーカイブ機能は、他の

ResourceSync 機能と同じ方法で「Capability List」に追加することができます

（ResourceSync Core: Capability List ［ResourceSync コア：Capability List］
を参照）。「Archives」は、「Resource Dump」や「Change List」などの対応

するコア機能ドキュメントからリンクすることもできます。  

2.1 Capability List への Archives の追加 

「Capability List」の形式については、ResourceSync Core: Capability List で詳

しく説明しています。各機能は、<loc>要素の中の機能ドキュメントの URI を含

む<url>要素内、および、<rs:md>要素の capability属性の中の機能タイプ内にリ

ストされます。本仕様に記述する、ソースが提供できる 4 つの追加的なアーカ

イブ機能は、resourcelist-archive、resourcedump-archive、changelist-archiveお

よび changedump-archive の機能タイプで示されています。これらの値は、例 3.1、
例 4.1、例 5.1、および、例 6.1 に、<rd:md capability="..."> 属性として示され

ています。「Capability List」は、機能ごとに 1 つのエントリのみを含むことが

できます。                  

ある「Capability List」にリストされている機能の 1 つによってカバーされるリ

ソースは、その「Capability List」に列挙されている他のすべての機能によって

もカバーされていなければなりません。この理解に基づき、デスティネーショ

ンでは、提供されている機能の中から、特定のリソースのセットの同期目標を

満たす上で最適な機能を選択することができます。 

例 2.1 は、ソースが「Resource List」、「Resource Dump」、「Change List」、

「Change Dump」「Resource List Archive」、「Resource Dump Archive」、

「Change List Archive」および「Change Dump Archive」の 8 つの機能を提供

する「Capability List」を示しています。 

 

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ref-sitemaps
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#CapabilityList
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#CapabilityList
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_3_1
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_4_1
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_5_1
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_6_1
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_2_1
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<urlset xmlns="http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9" 
        xmlns:rs="http://www.openarchives.org/rs/terms/"> 
  <rs:ln rel="describedby" 
         href="http://example.com/info_about_set1_of_resources.xml" 
         type="application/xml"/> 
  <rs:ln rel="up" 
         href="http://example.com/resourcesync_description.xml"/> 
  <rs:md capability="capabilitylist"/> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/dataset1/resourcelist.xml</loc> 
      <rs:md capability="resourcelist"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/dataset1/resourcedump.xml</loc> 
      <rs:md capability="resourcedump"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/dataset1/changelist.xml</loc> 
      <rs:md capability="changelist"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/dataset1/changedump.xml</loc> 
      <rs:md capability="changedump"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/dataset1/resourcelist-archive.xml</loc> 
      <rs:md capability="resourcelist-archive"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/dataset1/resourcedump-archive.xml</loc> 
      <rs:md capability="resourcedump-archive"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/dataset1/changelist-archive.xml</loc> 
      <rs:md capability="changelist-archive"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/dataset1/changedump-archive.xml</loc> 
      <rs:md capability="changedump-archive"/> 
  </url> 
</urlset> 

例 2.1：アーカイブ機能を含む「Capability List」 

アーカイブ機能の提供、および、それを 1 つまたはそれ以上の「Capability 
Lists」の中に含めることによって、ソースが「Source Description」を公表する

方法（ResourceSync Core: Describing the Source［ResourceSync コア：ソー

スの記述］を参照）や、「Source Description」ドキュメントの検出の方法

（ResourceSync Core: Discovery［ResourceSync コア：検出］を参照）が変わ

る訳ではありません。 

2.2 Archives へのリンク 

「Change List」や「Change List Index」などの個々の機能ドキュメントは、関

係タイプ archivesを持つトップレベルの<rs:ln>要素を使用して、対応するアー

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#SourceDesc
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#Discovery
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カイブへのリンクを提供することができます（Link Relations Registry［リンク

関係レジストリ］に定義）。      

例 2.2 は、「Change List Archive」へのリンクを持つ「Change List」を示して

います。デスティネーションは、ソースが、たとえば、「Change List Archive 
Index」や、単一の「Change List Archive」を提供しているかどうかについて、

archivesリンクから判別することはできません。この判別を行うには、アーカ

イブ・ドキュメントをダウンロードしなければなりません。すなわち、ルート

要素<sitemapindex>を持つドキュメントがインデックスであり、ルート要素

<urlset>を持つドキュメントはそうではありません。     
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<urlset xmlns="http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9" 
        xmlns:rs="http://www.openarchives.org/rs/terms/"> 
  <rs:ln rel="up" 
         href="http://example.com/dataset1/capabilitylist.xml"/> 
  <rs:ln rel="archives" 
         href="http://example.com/dataset1/changelistarchive.xml"/> 
  <rs:md capability="changelist" 
         from="2013-01-01T11:00:00Z" 
         until="2013-01-03T11:00:00Z"/> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/res2.pdf</loc> 
      <lastmod>2013-01-02T13:00:00Z</lastmod> 
      <rs:md change="updated"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/res3.tiff</loc> 
      <lastmod>2013-01-02T18:00:00Z</lastmod> 
      <rs:md change="deleted"/> 
  </url> 
</urlset> 

例 2.2：「Change List Archive」へのリンクを持つ「Change List」 

3. Resource List Archives 

ソースでは、その「Resource List」の定期的な更新の一部として、古い

「Resource Lists」（ResourceSync Core: Resource List［ResourceSync コ

ア：Resource List］）を維持して、そのコンテンツのスナップショット・ビュ

ー（snapshot views）の履歴を提供する場合があります。このような

「Resource List Archives」は、デスティネーションに対して、さまざまな時

点のリソースの状態を比較する上での簡単な手段を提供します。  

「Resource List Archive」は、サイトマップ・プロトコルによって導入された

<urlset>ドキュメント形式に基づいています。これはルート要素<urlset>と次の

構造を持ちます。  

• <urlset>の子要素である必須の<rs:ln>には、resourcelist-archiveの値を持

つ capability属性がなければなりません。        

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#link-relations
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_2_2
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#ResourceList
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• <urlset>の子要素である必須の<rs:ln>は、関係タイプ upを持つ

「Capability List」を指します。    

• 「Resource List Archive Index」が存在する場合には、<urlset>の子要素で

ある<rs:ln>が強く推奨され、関係タイプ indexでそれを指します。  

• 「Resource List」ごとに、<urlset>の子要素である 1 つの<url>。この要素

には属性はありませんが、子要素を使用して、「Resource List」に関す

る情報を伝えます。<url>要素は、以下の子要素を持ちます。       

o 必須の子要素<loc>は、「Resource List」の URI を提供します。   

o 任意の子要素<lastmod>は、<loc>で提供される URI （この場合は

「Resource List」）を使用して、リソースの最終変更時刻を伝えま

す。値は W3C Datetime として表されます。完全な日付と時刻を、

YYYY-MM-DDThh:mm:ss[.s]Z 形式を使用して UTC で表現することが推

奨されます。       

o 任意の子要素<rs:md>は、at属性、および、場合によっては

completed属性を持ち、リソースのスナップショットを取得してアー

カイブされた「Resource List」を作成するプロセスが、それぞれ開

始および終了した日時を伝えます。 

例 3.1 は、月次スケジュールで保存された 3 つの「Resource Lists」を指す

「Resource List Archive」を示しています。  
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<urlset xmlns="http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9" 
        xmlns:rs="http://www.openarchives.org/rs/terms/"> 
  <rs:ln rel="up" 
         href="http://example.com/dataset1/capabilitylist.xml"/> 
  <rs:md capability="resourcelist-archive"/> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/resourcelist1.xml</loc> 
      <rs:md at="2012-11-03T09:00:00Z"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/resourcelist2.xml</loc> 
      <rs:md at="2012-12-03T09:00:00Z"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/resourcelist3.xml</loc> 
      <rs:md at="2013-01-03T09:00:00Z"/> 
  </url> 
</urlset> 

例 3.1：「Resource List Archive」 

3.1 Resource List Archive Index 

ResourceSync フレームワークでは、<urlset>形式のドキュメントの公開に関す

るコミュニティで定義された制限を採用しており、それらをグループ化するた

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#w3c-datetime
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_3_1
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めに、<sitemapindex>形式のインデックス・ドキュメント（index documents）
を使用しています。「Archive Indexes」は、ResourceSync Core: Resource 
List Index［ResourceSync コア：Resource List Index］）などのコア機能イン

デックスに類似しており、非常に大規模なアーカイブや、アーカイブまたはロ

ーテーション・スキーマ（rotation schema）における柔軟性を提供します。      

「Resource List Archive Index」は、サイトマップ・プロトコルによって導入さ

れた<sitemapindex>ドキュメント形式に基づいています。これはルート要素

<sitemapindex>と次の構造を持ちます。  

• <sitemapindex>の子要素である必須の<rs:md>には、resourcelist-archiveの

値を持つ capability属性がなければなりません。        

• <sitemapindex> の子要素である必須の<rs:ln> は、関係タイプ upを持つ

「Capability List」を指します。      

• 「Resource List Archive」ごとに、<sitemapindex>の子要素である 1 つの

<sitemap>。この要素には属性はありませんが、子要素を使用して、

「Resource List」に関する情報を伝えます。<sitemap>要素は、以下の子

要素を持ちます。       

o 必須の子要素<loc>は、「Resource List Archive」の URI を提供しま

す。   

o 3 項で説明されているセマンティクスを持つ任意の子要素<lastmod>。

<lastmod>は、ソースが「Resource List Archive」を更新するたびに

「Resource List Archive Index」を更新するのでない限り、提供す

べきではありません。 

デスティネーションでは、ルート要素が<urlset>または<sitemapindex>であるか

どうかに基づいて、それぞれ「Resource List Archive」または「Resource List 
Archive List Index」に到達したかどうかを判別することができます。 

例 3.2 は、2 つの「Resource List Archives」を指す「Resource List Archive 
Index」を示しています。本仕様では、ソースが参照される「Resource List 
Archives」内のエントリをどのようにグループ化すべきかについては定義して

いません。それは、単に各「Resource List Archive」ドキュメントの機能に基

づく場合もあれば、ソースのアーカイブ・スキーム（archiving scheme）（た

とえば、毎年のコレクション）に基づく場合もあります。アーカイブされた

「Resource Lists」の時間を検出するには、デスティネーションは、参照されて

いる「Resource List Archives」、および、場合によっては、それらが参照して

いる「Resource Lists」を検査しなければなりません。      

 

  

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#ResourceListIndex
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#ResourceListIndex
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_3_2
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<sitemapindex xmlns="http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9" 
        xmlns:rs="http://www.openarchives.org/rs/terms/"> 
  <rs:ln rel="up" 
         href="http://example.com/dataset1/capabilitylist.xml"/> 
  <rs:md capability="resourcelist-archive"/> 
  <sitemap> 
      <loc>http://example.com/resourcelistarchive00001.xml</loc> 
  </sitemap> 
  <sitemap> 
      <loc>http://example.com/resourcelistarchive00002.xml</loc> 
  </sitemap> 
</sitemapindex> 

例 3.2： 「Resource List Archive Index」 

4. Resource Dump Archives 

ソースでは、データの定期的なメンテナンスの一環として、古い「Resource 
Dumps」を維持する場合があります。デスティネーションがデータのバージョ

ンを経年的に比較またはアーカイブすることを望む場合には、これらの

「Resource Dumps」にアクセスすることにより、ソースに個々のリソース・

バージョンへのアクセスのサポートを要求する代わりに、パッケージ化された

履歴データを一度にダウンロードしたり、それらを 1 つずつ収集したりするこ

とができるようになります。 

「Resource Dump Archive」は、既に作成・公開されている「Resource 
Dumps」のセットを指します。これらの各「Resource Dumps」は、

ResourceSync Core: Resource Dump［ResourceSync コア：Resource Dump］
で説明されているように、特定の時点でのソースのデータのスナップショット

を表しています。    

「Resource Dump Archive」は、サイトマップ・プロトコルによって導入され

た<urlset> ドキュメント形式に基づいています。これはルート要素<urlset>と次

の構造を持ちます。     

• <urlset>の子要素である必須の<rs:md>には、resourcedump-archiveの値を持

つ capability属性がなければなりません。        

• <urlset>の子要素である必須の<rs:ln>は、関係タイプ upを持つ

「Capability List」を指します。      

• 「Resource Dump Archive Index」が存在する場合には、<urlset>の子要

素である<rs:ln>が強く推奨され、関係タイプ indexでそれを指しま

す。      

• 「Resource Dump」ごとに、<urlset>の子要素である 1 つの<url>。この

要素には属性はありませんが、子要素を使用して、「Resource Dump」
に関する情報を伝えます。<url>要素は、以下の子要素を持ちます。       

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#ResourceDump
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o 必須の子要素<loc>は、「Resource Dump」の URI を提供します。   

o 3 項で説明されているセマンティクスを持つ任意の子要素<lastmod>。 

o 任意の子要素<rs:md>は、at属性、および、場合によっては

completed属性を持ち、リソースのスナップショットを取得してアー

カイブされた「Resource Dump」を作成するプロセスが、それぞれ

開始および終了した日時を伝えます。 

例 4.1 は、月次スケジュールで作成された 2 つの「Resource Dumps」の履歴を

指す「Resource Dump Archive」を示しています。  
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<urlset xmlns="http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9" 
        xmlns:rs="http://www.openarchives.org/rs/terms/"> 
  <rs:ln rel="up" 
         href="http://example.com/dataset1/capabilitylist.xml"/> 
  <rs:md capability="resourcedump-archive"/> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/resourcedump1.xml</loc> 
      <lastmod>2012-11-03T09:05:42Z</lastmod> 
      <rs:md at="2012-11-03T09:00:00Z" 
             completed="2012-11-03T09:05:01Z"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/resourcedump2.xml</loc> 
      <lastmod>2012-12-03T09:06:12Z</lastmod> 
      <rs:md at="2012-12-03T09:00:00Z" 
             completed="2012-12-03T09:05:17Z"/> 
  </url> 
</urlset> 

例 4.1： 「Resource Dump Archive」 

ソースが複数の「Resource Dump Archives」を公開する必要がある、あるいは、

公開することを選択した場合には、3.1 項の説明と同様の方法で、「Resource 
Dump Archive Index」を使用して、それらをグループ化しなければなりませ

ん。  

5. Change List Archives 

「Change List」（ResourceSync Core: Change List）は、一定期間のソースに

おけるリソースの変更を記述します。その時区間の長さは、ソースで決定しま

す。ソースが以前の時区間をカバーする「Change Lists」を提供したい場合に

は、「Change List Archive」を提供することができます。「Change List 
Archive」は、通常、連続した変更のリストを表す個々の「Change Lists」への

ポインタ（pointer）のリストを提供します。  

「Change List Archive」は、サイトマップ・プロトコルによって導入された

<urlset>ドキュメント形式に基づいています。これはルート要素<urlset>と次の

構造を持ちます。 

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_4_1
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArchIndex
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/resourcesync#ChangeList


http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives 

13 

• <urlset>の子要素である必須の<rs:md>には、changelist-archiveの値を持つ

capability属性がなければなりません。        

• <urlset>の子要素である必須の<rs:ln>は、関係タイプ upを持つ

「Capability List」を指します。    

• 「Change List Archive Index」が存在する場合には、<urlset>の子要素で

ある<rs:ln>が強く推奨され、関係タイプ indexでそれを指します。  

• 「Change List」ごとに、<urlset>の子要素である 1 つの<url>。この要素

には属性はありませんが、子要素を使用して、「Change List」に関する

情報を伝えます。<url>要素は、以下の子要素を持ちます。       

o 必須の子要素<loc>は、「Change List」の URI を提供します。   

o 3 項で説明されているセマンティクスを持つ任意の子要素<lastmod>。 

o アーカイブされた「Change List」でカバーされる時区間を伝えるた

めの任意の from 属性および until 属性を持つ、任意の子要素<rs:md>。 

「Change List Archive」のポインタは、時系列でなければなりません。デステ

ィネーションは、アーカイブされた各「Change List」に指定された from属性お

よび until属性を検査するか、あるいは、「Change Lists」をダウンロードする

ことにより、「Change Lists」が連続していて、時間差がないかどうかを判別

することができます。     

例 5.1 は、連日作成された 3 つの「Change Lists」を指す「Change List 
Archive」を示しています。  
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<urlset xmlns="http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9" 
        xmlns:rs="http://www.openarchives.org/rs/terms/"> 
  <rs:ln rel="up" 
         href="http://example.com/dataset1/capabilitylist.xml"/> 
  <rs:md capability="changelist-archive"/> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/changelist1.xml</loc> 
      <rs:md from="2013-01-01T09:00:00Z" 
             until="2013-01-02T09:00:00Z"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/changelist2.xml</loc> 
      <rs:md from="2013-01-02T09:00:00Z" 
             until="2013-01-03T09:00:00Z"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/changelist3.xml</loc> 
      <rs:md from="2013-01-03T09:00:00Z" 
             until="2013-01-04T09:00:00Z"/> 
  </url> 
</urlset> 

例 5.1：「Change List Archive」 

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_5_1
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ソースが複数の「Change List Archives」を公開する必要がある、あるいは、公

開することを選択した場合には、3.1 項の説明と同様の方法で、「Change List 
Archive Index」を使用して、それらをグループ化しなければなりません。  

 

6. Change Dump Archives 

ソースが以前の時区間の「Change Dumps」を提供することを決定した場合に

は、「Change Dump Archive」を提供することがあります。「Change Dump 
Archive」は、いくつかの「Change Dumps」を指します。  

「Change Dump Archive」は、サイトマップ・プロトコルによって導入された

<urlset>ドキュメント形式に基づいています。これはルート要素<urlset>と次の

構造を持ちます。 

• <urlset>の子要素である必須の<rs:md>には、changedump-archiveの値を持つ

capability属性がなければなりません。        

• <urlset>の子要素である必須の<rs:ln>は、関係タイプ upを持つ

「Capability List」を指します。    

• 「Change Dump Archive Index」が存在する場合には、<urlset>の子要素

である<rs:ln>が強く推奨され、関係タイプ indexでそれを指します。  

• 「Change Dump」ごとに、<urlset>の子要素である 1 つの<url>。この要

素には属性はありませんが、子要素を使用して、「Change Dump」に関

する情報を伝えます。<url>要素は、以下の子要素を持ちます。       

o 必須の子要素<loc>は、「Change Dump」の URI を提供します。   

o 3 項で説明されているセマンティクスを持つ任意の子要素<lastmod>。 

o アーカイブされた「Change Dump」でカバーされる時区間を伝え

るための任意の from属性および until属性を持つ、任意の子要素
<rs:md>。 

「Change Dump Archive」のポインタは、時系列でなければなりません。デス

ティネーションは、アーカイブされた各「Change Dump」に指定された from

属性および until属性を検査するか、あるいは、「Change Dumps」をダウンロ

ードすることにより、「Change Dumps」が連続していて、時間差がないかど

うかを判別することができます。     

「Change Dump Archive」の例を以下の例 6.1 に示します。これは、連続した

週に作成された 2 つの「Change Dumps」を指しています。   

 

http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArchIndex
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#ResourceListArch
http://www.openarchives.org/rs/0.9.1/archives#arch_ex_6_1
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<urlset xmlns="http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9" 
        xmlns:rs="http://www.openarchives.org/rs/terms/"> 
  <rs:ln rel="up" 
         href="http://example.com/dataset1/capabilitylist.xml"/> 
  <rs:md capability="changedump-archive"/> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/changedump-w1.xml</loc> 
      <lastmod>2012-12-20T09:02:43Z</lastmod> 
      <rs:md from="2012-01-13T09:00:00Z" 
             until="2013-01-20T09:00:00Z"/> 
  </url> 
  <url> 
      <loc>http://example.com/changedump-w2.xml</loc> 
      <lastmod>2012-12-27T09:01:57Z</lastmod> 
      <rs:md from="2012-01-20T09:00:00Z" 
             until="2013-01-27T09:00:00Z"/> 
  </url> 
</urlset> 

例 6.1： 「Change Dump Archive」 

ソースが複数の「Change Dump Archives」を公開する必要がある、あるいは、

公開することを選択した場合には、3.1 項の説明と同様の方法で、「Change 
Dump Archive Index」を使用して、それらをグループ化しなければなりませ

ん。  
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